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１ はじめに

本校では「スーパーサイエンスハイスクー

ル」事業の中心として，科学的探究活動を実施

しているが，初めて探究活動に取り組む生徒を

援助し，その探究能力を高める方法として「ミ

ニ探究」を実施している。この活動により，「学

びに向かう力」がどのように育成されるのかを

評価をするために「エンゲージメント」に着目

した。

２ 研究の目的及び方法

本研究では，「ミニ探究」（十文字・宮本，2020）
の科学的探究場面での生徒の行動的，感情的，

認知的エンゲージメントを質問紙調査（宮本・

河原井・中江，2020）から明らかにし，これら

を踏まえて，今後の授業への指針を示すことを

目的とする。質問項目は A：集中して取り組ん

だ，B：先生や周りの人の話を注意深く聞いた，

C：積極的に話し合いに参加した，D：楽しかっ

た，E：達成感や満足感を感じた，F：興味を感

じた，G：今日の授業における課題を理解して

いた，H：自分でやり方を工夫して取り組んだ，

I：新しいこと・難しいこと・失敗してしまった

ときに挑戦しようとした，回答は 5 段階である。

科学的探究場面は，①前回の「ミニ探究」の改

善点を挙げるとき，②実験・観察の方法を考え

ているとき，③実験の準備をしているとき④予

備実験をしているとき，⑤実験・観察中または

実験・観察の結果を整理しているとき，⑥実験・

観察の結果をグラフ化し，考察しているとき，

⑦発表のとき，である。 
研究の方法としては，まず，「ミニ探究」の

各場面終了後に，生徒にエンゲージメントを測

定するための質問紙調査を実施する。回答は，

1.まったくあてはまらない，2.あまりあてはま

らない，3.どちらともいえない，4.すこしあて

はまる，5.とてもあてはまる，の 5 段階で設定

した。授業実践は，2021 年 4 月～7 月，「探究

基礎」（週１単位）の 10 時間で行った。対象者

は，清真学園高等学校の第 1 学年 2 クラス，

計 60 名である。

３ ミニ探究活動

ミニ探究とは，実験計画の中で，一部分を生

徒が独自に設定して行う活動で，今回は，紙飛

行機を題材に取り挙げた。生徒たちは班ごとに

独立変数，例えば，紙飛行機のデザイン，重さ，

材質などの条件を設定し，従属変数である飛行

距離との関係を調べる実験を設計し，仮説を立

て，実験を行った。

４ 結果および考察

アンケートの結果は，大部分の質問項目で，

平均値 4.0 以上の値を示した。特に，質問項目

E に着目して多重比較フリードマン検定を使

用したところ，統計的に場面⑤が高く，場面①

と⑥が有意に低い（p<.05）。場面⑤では，自ら

計画した実験を行い，結果を得たことが原因と

考えられる。一方，場面①では，達成すべきも

のが無かったからと考えられる。場面⑥では，

グラフ作成の過程が，技術的に難しく，作業時

間が足りなかったことが原因と考えられる。

他の質問項目 A～D，F～I の分析結果と考察

については，後に発表する。

５ おわりに

ミニ探究は高いエンゲージメントを生じさ

せ，生徒の学びに向かう力の育成に有効である

ことが示された。今後の課題として，相対的に

低かった，場面①と⑥の指導を改善する必要が

ある。
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